


評　　価
実施年度

局 種類 事業名 意見具申内容 対応（公表済み）

1 27 港湾局 事前評価
【港湾-1】
山下ふ頭再開発事業

基盤整備等について未確定の部分
がある段階ではあるが、上位計画
に基づく事業として了承する。
ただし、事業が具体化した段階
で、本委員会に報告すること。

　山下ふ頭の再開発は、横浜の成長エンジンとなる都心臨海部における新たな賑わい拠点の形成に
向け、平成27年９月に『横浜市山下ふ頭開発基本計画』を策定しました。
　本基本計画は、まちづくりを進めていくうえでの羅針盤となるマスタープランを定めたものであ
り、当該基本計画に基づきご審議いただきました。
　本事業は、公民連携事業を基本としており、道路や緑地等の公共施設と共に、民間事業者による
開発の内容が具体化した段階で、委員会にご報告いたします。

2 29 環境創造局 事前評価

【下水-1】
（仮称）神奈川処理区横
浜駅周辺雨水幹線及び東
高島ポンプ場整備事業
※参考①参照

事業をより早期に整備するように
努力すること。

　公共事業評価委員会からいただいたご意見も踏まえて、今後、詳細な設計を行う中で、様々な工
法を検討するなど、早期竣工に努めていきます。
　なお、公共事業事前評価調書の事業スケジュールにおいては、雨水幹線が大深度かつ長距離の
シールド工事となり、発進側、到達側とも大規模な立坑となることや、大深度から雨水を汲み上げ
るポンプ施設を設置するポンプ場の築造が必要となることから、これまでの施工実績を考慮し、約
10年程度の工事期間がかかると見込んでいます。

3 29 水道局 事前評価

【水道-1】
相模湖系導水路（川井接
合井から西谷浄水場）改
良事業
※参考②参照

設計期間を可能な限り短縮するよ
う努力すること

　これまでに水道局が行ってきたシールド工事の事例から、手続きや調整にかかる時間を含め、設
計期間を約４年と見込んでいます。この理由としては、
・工事規模が大きいこと
・相模鉄道や新幹線の下部の横断があり、調整が必要なこと
・西谷浄水場など、運転している既存施設との接続の検討が必要なこと
・西谷浄水場内の着水井に関する検討など、西谷浄水場再整備で進めている検討を考慮して進める
必要があること
・設計を進めるための技術的審査（技術審査会、設計検討委員会等）の資料作成や会議の開催手続
きなどに時間を要すること
が挙げられます。
設計にあたっては、並行できる作業を同時に行うなど、効率的に進めることで設計期間の短縮に努
めていきます。

4 29 道路局 再評価

【道路-1】
主要地方道横浜上麻生
（佐江戸その２地区）道
路改良事業
市道川和第170号線 外
（山王前地区）道路改良
事業

可能な限り早期に事業を完了する
ため、事業の進め方を抜本的に検
討すること

　平成30年度横浜市公共事業評価委員会に対応状況を報告する予定とします。

5 29 環境創造局 再評価
【公園-2】
新治里山公園整備事業
※参考③参照

計画どおりに整備を進めるよう努
力すること

　都市公園としての施設整備は残っておりますが、公園の中心的な施設は完成し、公園緑地事務所
等が隣接の市民の森と公園を一体的に管理しており、全体の約８割の区域を市民に供用しておりま
す。
　未取得用地については、現在も土地所有者と鋭意交渉を進めており、一部の土地所有者からは売
却の意思を確認しています。また、その他の土地所有者についても同意が得られ次第、取得してい
きます。
　今後は用地取得の状況を踏まえ、駐車場などの便益施設整備も進め、早期全面開園を目指しま
す。

意見具申に対する対応状況一覧（平成29年度末現在）

※上記１と４については、改めて公共事業評価委員会にて報告します。
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